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航空用の･地図についての考察

野 村 正･七

Map ProjectioIIStO be lJsed in the Air√･Age

By Shoshichi NoMURA

lは し が き

地図というもの昧元来われわれの生活に便官を与えることを第一目的として古来袈

作され使用され来ったものであって,せ間に一般に信ぜられているような,地球の形態

の忠実な再現着で昧あり得ないのである.地表という球面の一部分で昧あっても,事実

上平面として取扱ってもほとんど不都合のない大縮尺の地図の場合を除いて,すべての

地図に昧たとえその製作過程に綿密周到な科学的取扱いが施されているとしてもー事

弄すべての図港には厳密な数学的操作が含まれているが一括畢としての地図に昧どこ

かに圧縮や誇張や安協なとの虚偽が行われているものなのである｡
かゝ

それにも拘わらや地図があたかも忠実な地球の再現者のごとく誤り信ぜられる程に
こた

世人に尊重されてきたのはそれが常に世人の必要とするものに応えてきたからであつ

て,地図の中に牲しばしば,地球の比較自勺忠実な再現着である地球儀や5,'るい抹地球自

体さえもがその上で容易に解決することのできない課題をも簡単に解決する能力を持つ

ているものもあるoすなわち地図駄本質的に避けることのできない欠点誠に補って
金少あるだけの長所をもって人間社会に奉仕してきたということができるのであるo

このこと杜人間の鉦会生活の変遷と,従ってまたそれに伴う人々の関心と興味との転

移につれて,地図にも亦それぞれの社会生活の発展の段階に対応する変遷のあることを

物語っている.筆者昧従って現にわれわれ由蛎属している時代,すなわち航重機とラジ

オとによって代表される現世代のわれわれの要求に応える地図昧,汽革や汽船によって

代表される前せ代の地図に対してどうなければならないれそしてやれに時どのような

問題が随伴しているかについて以下考察を進めてみたいと思う1)o

2 メルカr}Lせ界図とモ¢存在理由

コT'ムブスのアメ.)カ大陸発見とともにヨ-T7ッパ人の生活巷間昧にわかに拡大さ

れることになった.年を逐うて攻hと彼等の前には新しい土地が暗闇からひきづ歩だ

1)航空機時代の潮来ととも忙,それに対応して新しい世界地図の蝕みだされねぽならないこと

を艶訳したものVL_下の静改があるo
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されてきた-o これらのもの郎己録するための手段としての地図披いや応なしにその意

義凌増大させられていつたから･地図表琴の骨組とも中､う･<Tき図法にもいろいろ新しい

ものが多くの人によって創案されていつた○しかし過去400年の歳月を地図という観点

に立って眺めるならば,それ杜メルカトル世界図o)時代であると断定して差支え凱､で

あろうo 軌こメルカいレ世界囲に野する弔鐙が奏でられつつある今日においてさえな

-お･われわれの周顔卑見まわしてみI=_易合,世界全図と称せ′られる地図の大部分がメル
カトル世界図であることに気づく紘ずで参る.

一体何故に群雄割拠の世鼻地図群の中に･bってメル- }レ世暴図のみがこ0)ような絶
対的な地位を保侍して他の世界図法群に君臨し続けたのであろうか｡距離という点か

らいっても,面鏡という点から見ても･メルカトル図には実に大きな誤謬が威されてい

るoけれどもわれわれがあ貴9tこも長くこのメルカい咽の厄介になり,これに習熟さ

せられてきた結凪われわれの頭が措く世界像妊往htこして地球熟こよって表現された

世界で牲なしに･--メルカい咽によって大いに誤って代表された世鼎であ･る.それ故に

一般の人々にはメルカりレ僅界図の持つ拒離や面積のでたらめさ加減が認識されない

~で,かえってメルカトル図的世界像を基準与して他の世界図を評価することさえ珍しく
ないのである｡ ､,

更にこの図法の長所として喧伝せられているその屯角性,またそれから結取する正変

形性についても･われわれ杜これらの性質を過重評価しているようであるo,方位を与え

ることのでき如､角の正しさというものが･実際にどれだけわれわれの日常生活に価値

があるのであろうかoこれ昧例えば道路の指導執こいかに正確に距離が書きしるしてあ

っても,それがどこ皇での拒離であるのかが不明であるならば,その価値柱ゼ.2になっ

てしまうのと同じことであるo また正変形性も干しても･それ為聯胞形態-たとえば
大洋中の′ト島というようなも?-であるならば,なる程メルカ-い咽上に現わされる

その形娃原形に相似のものであるが,グ.}-ンランド島のように南北に大きな緯度的ひ

ろがりを持つ島の場合払緯度による拡大率の相違が著しいから,部分々々杜原形に相

似的に描かれていても,全体としてのグ.}Tンランド島そのものの形紘巽際のグ･)-ラ

ンド島と杜非常に異ったちのとして表現されるのである.巌勧こ七.1えばメルカい咽の
正変形性なるもの昧無限′JIQ)土地について成立するにすぎ加､のである.

それで妊メルカルト図にこのように長い地図的生命を与えているもの紘何であろう

れそれ杜云うまでもなく･第一義的に札この図法による地図が任意の2点間の等角航

路を極めて簡単に与えることができるという機能を有してい早ことに基いている2,.也

中海という内部勺潅世界の航海と北西ヨーロッパの海岸づたいの航行とだ馴こしか熟

2)メルカトル図では極を有根の図上に位置せしめることができなL/,から,趣以外の地点と極と

の問の等角航路を求めることは不可能であるo事実極以外の郎ゝ-ら趣Tlの等角航路は趣をとDまく
らせん状¢曲線となPJ･その極限に36いて極に達しうるに過ぎない｡:しかしこれらのこ主ほ,qエ･ク

メ一事が中緯度放下の地域に限られていた当時にあっては,何等問題とするに足gないことがらで

あった｡
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Lていない般乗歩たちにとって卜新たに彼等の活動範囲の中に加えられたインド洋や大

-西洋や更に昧太平洋という広大無辺ともいうべき海洋は彼等の大鱈さ勇敢さを以でし

ても,決して一筋縄で処理し了せる代物で拭なかったo彼等の乗船が′ト型帆船から大型

1帆船になり,やがて蒸気横国を備えつUた汽賠へと進化してきても,彼等にとって大洋

の横断は長い間速度の問題で昧なくて安全性の問題であった｡何月で大西洋を横断する

かということよりも,どうしたら安全に目的地に到達することができるかということの

方が胎嚢り達のより強い関心事であったのである.

13114世紀にヨーT,ッパにおいて実馴ヒされたといわれている航海岡羅針儀がいか

に航海の確実性を増し,皇たそれ故にいかに航海者たちから尊重されT=かにつ心､て臥こ

こに論ずる皇でもないo当時(15-16世紀)の代表的海図で2,るところめ;スペインの

ヵタロ･エア地方及び北部イタ.)アの製図家たちによって製作されたポートラン海図

(portolan charts)に措かれている方位記号(compass rose)のものものしさ,臥-漸

く一般化された羅針儀の,航海に於折る重要性を物語って刺すところが急い3)o かくて

所定の方向に羅針儀の針を保って胎を進めさえすれば,たとえ航程昧長くとも安全に目

-的地点に到達しうるという等角航改姓,内海航行たると大洋航行たるとを問わず支配的だ

な航法となった.そしてその際棒針俵の針をして向わしむべき方向(舵角)を容如こ図

上に於て読みとることを可能ならしめるメルカいレ図の出現抹,航海者たちによってあ

たかも救世主の到来のごとくに圧倒的執呼を以て迎えられたのであるo.

3 航登用地図の満すべき条件

裁上の記述からわれわれ紘メルカt･ }レ囲が何故に世界重囲にお伊る指導的地位を過章

一4世紀の長きにわたって保持し続けたか卑考察した.メルカt ,レ図法のすべての性質示

世界重囲たるに適しているので牲なくて,等角航法をとる船舶に利便を与えるというた

った一つの主だった条件が,海図としてのこの図法の価値を支持し,それがひいて昧世

鼎重囲としての役割をも果させているのであることが理解せら申た.

しかし時代昧今や航茎磯藤代,無線電信電話時代-と層展してきた｡勿串汽胎練塀悠

として重要な水上交通機関であることに妊変D紘ないが,それ昧既に安全か香かq)問題

-を超克し,スtf-ドの問題と対決している点において,航海それ自身においてすら間琴
点妊変ってきていると云わねばならない.すくなくとも大洋航行の汽胎で今もなお忠実

に等角航路上を辿って航海している般杜恐らく皆無と赤してよいであろうo

このような新しい環境の要請に応えるペき地図縁どのような餐件を満足すべきであ

ろうか.そしてそれらの条件を満足する地図昧これをいかなる国境に求むべきであろ
宅ん

うか..更に海図としてすぐれたグルカト}L,図が世界重囲の地位を纂奪したように,航重

用地図あるい妊無線電信電話用地図に世鼎重囲の重症をも与えてよいものであるかど

うかo まず第1に,飛行機も電波も何等地表の状態一陸地と海洋の別や山地と平野の

3) Lloxd A. Brown: Thee Story of Maps. Boston 1950. pp. 139-141.
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別など-を顧慮する必要なく直進することができる｡従ってここに求められる条件昧

等角コースで紘なく,地球上の2点間の最短コースであるところの大圏(大円)ヨ_ス

が図上においてたやすく決定されプロットされるということであるo あたかもメルカ

t}レ図上において,単に任意の2点を直線で結ぶことによって等角コースが得られたの

と同じように,図上において任意の2点を直線で結べば,それが直ちに2点間の大圏コ

ースであるような地図であることが望ましい4)0

ついでにかくして得られた大圏コースに定規をあててその読みから亘ちに大圏コース

の実際の距離を算出することができるならば,地図の価値昧更に倍加するであろうoこ

のこと妊実妹メルカいレ図上において払等角航路の両端の2観点が同-の緯線上に位

置するという特別の場合の外昧,一般に紘不可能なことであったo

第2に,すくなくとも図の中心点で妊方位が容易に正しく琴みとれることが望まし
いo 方位が容易に正しく現われるという条件払これを分析すると,その点において囲

が正角であるという条件と;その点を通過する大圏コースがすべて直線として表現され

るという条件との2つを同時に満足するものでなければならない｡メルカトル図が満足

している正角とy､う条件だけでは十分で昧ないのであるo

この正方位という条件杜電波を取扱うに際して特に有効な性質であって,図の中心点

から見て世界の各地がどの方位にあるかということを,単に分度器を図にあててみるだ

けで知ることができるのである｡最近のように短波受信における指向性アンチブの著

しい進歩は正方位性の地図をますます強く要求しているものと見なすことができよう｡

従来の地図一般についてもつとも等閑に附され%ことの多かったと考えられるのがこ

の方位性という条件てあったこと妊否定できないo今E)Gまとんど経でもが,東京から見

たニーヨークの方位(方角)な問われたとしたら,兼また妊束微北と答えるので妊ない

であろうか｡正しく北北東,よb詳しく妊N25oEであると奮える人杜その道の専門家

以外に昧いく人もいないに相違ない.

第3に航茎時代の地図娃北極を,それをと少巻く地域との関連において図上に表現し

うるものでなくて妊ならない.人類の居住や生産の見地から眺めた場合,北極圏内の地

域昧まだほとんど魚価値に等しい.けれどもこれを交通上･通信上から見た場合,世界

の全人口の9/10を包容して現に世界史をt)-ドしつつあるところの,ユーラシア大陸

とアメ1)カ大陸と0)両大陸によって囲続されている北極海というもの杜,かつてのヨー

T'ツパ史における地中海,わが国の上代死における瀬戸内海と対比され得る地理的意義

を有するものと見られるのである｡

事実上ユーラシア大陸とアメ･)カ大陸との諸地点を結ぷ最短航峯路,或い妊同じユ-

4)かつてわが国｣を訪れたドイツの飛行船ツェッペ9ン伯号は大圏コースをその経路ょして選

んk'oそれによると,べ′L9ンを田荒してからスカンジナビア牛島牢かすめて北束逢し,.ウラルを

湛えオビ川の川口附近では亜極圏内を飛行している.そしてエニセイ川上空から南東に下V,シべ

9アを斜めに横切って,わが国の附近ではほと､んど真南に南下Lて夢ケ浦上垂に達しているo
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ヲシア大陸内慈でも西ヨーT}ッバ各地と極東とを連ねる最短航茎路妊そのほとんどが
捻て

北極圏内を通過している.北極杖も昧や北の埴の建と考えらるべき位置ではなくて,北

年球における東西連絡航峯路の焦点と見なさる可き時期に到達しているのである.従つ

てメ}L,カT)L図におけるように北極が図に現わされ得なかったわ,あるいはモ)i,ブイヂ

国旗･サンソンープラムスチ-ド図韓･漆ロモサイン図法による地図のように北極が図

の頂点として措かれることは,すくなくとも航重機時代の世界地図としては満足に値す

るものであると牲云い得ないのである.

4 正江方位国法

以上の3つの条件を満すような図法な現存する移しい薮の図法辞の申から選択すると

いうこと総菜妊簡単なことで妊ない｡スピード時代という俗つ掻い言葉が現代の代名

詞のように用いられている現在で払実写1の最短経路が容易に求められるという条件が

や杜E)条件に尭後をつげるとすれば,最初に規準となる条件のようであるo

この意味でまずと少劉タられるのは心射図法であるo この図法で旺図上の任意の2

点を直線で結びつ抄さえすわば,例外なくその2点間の大圏コースが得られる.図の

中心で妊方位抹iEしく表現されている.北極昧正軸投影の場合娃勿論図の中心に,料

軸投影の場合に紘中心から外れた位置に,それぞれ一点として投影される｡従って第3

の条件にも適っている.ただこの図法の致命的欠格昧,その表現しうる範囲が年球ま

でに一厳密に拭いえば年球は表現しA.ない-限られているということである.航塞椀

の鹿が伸びて,赤道沿いに無着陸で世界一周を果すという航重機さえ既に出現してい

之現在で昧,最大で年球を収容しうるにすぎない地図昧その利用に限暴があるとしなけ

ればならないo 加うるに心射図法の地図で昧各緯度にお抄る縮尺が一様で昧ないから,

図上の最短経路の長さを測っても,それから直ちに実長を知る方法昧ないのである.

そこで次にと少あゅられるの昧正拒方位図法である5). (第1図r)これが心射図法と

較ペて遜色のある唯一の点紘,図-の中心とその他の任意の点とを結ぷ直線のみが大圏

コ一声卑与えるのであって,図上の任意の点を直線で結んでみても,その線分また放

その延長が図の中心を過らない限妙,その線分昧2点間の長嶺経路を指示するもので昧

ないことである｡

5)趣を中心とする正駐方せ図詫を,東京を`中心とするそれに二義擁するために捻次の式を用い

るム

丁般に経度甲経慶)I (東京を逼る子午線を基準とした場合の)を地球上の盛儀として蒋つ

点Lが,東京を中心とする1E厨方位図法上で占める点の極産額を8 (東京からの角距離)α (東京

を遜る子午線とのなす角)とすると,
cos 8こSin q'osin苧+cos甲ocos甲cos ).

sin oE=
cos? sin ).

Siz) 8

但し,甲8は束京の緯度(350 41/ N)であるo



16 野 村 正 七

この点を除外すれば,その他の点羊は正拒方位図法の地図昧むしろ心射図法の地図に

優るいくつかの長所を有している｡図の中心において方位が正しく表示されているこ

と妊,心射図法の場合と何等異ら加､.しかも,この図上で昧,中心から各地点にい･

たる大圏コースに物差をあててその数値を読み,それを図の縮尺の値で除するならば,

容易に大圏コースの実長一最短距離エを算出することができるのである｡更にこの図L

法によれば,心射図法において不可能であった全世界を一画面の中に政客することが

可能であゎ･また中心から離れるに従って増大する面積の歪も,心別図法の場合と比較

すると練るかに僅少である. (第2図)

そこでもう一度,正拒方位図法D欠格と-されている点についてふり返ってみることに

しよう6)b例を第1-図にとる.革一に記したように,これ披東京を図の中心として作図さ

れた正距方位図法の地図である.従って束京と任意の地点Pとを結ぷ直線昧常に両地_

点間の大圏コース-最短笹路-を与えるし,それに物差しをあてて測定した鮭を縮尺の

値で除すと東京とP楓点間の実長が得られるし,その直線が東京一北極を連ねる方位

基準線とのなす角を分度器を月]いて測定すれば束京から見たP点の方位角が知られる｡

ところが東京以外の点,例えば大阪について,他の任意の点Pとの間に同様のことを試

みた場合･導かれる結頻如,づれも正確な値と拭なりえない訳である.

しかし東京以外の諸地点で上に記した作菜を試みた場､合どの由慶の誤差が生ずるか

をあらかじめ検定しその範囲が明らかにされたときに払図の中心以外で杜安当しな

い法則にも実用上の寛容性が認められてよい娃づである.そこで筆者紘東京を中心と

して作図された正拒方位図法の地図について,これをわが国の各地で潤いた場合に生

ずる誤差について計算してみた｡

まず｢理科年表7'｣に掲載されている各都市の経緯度を基として,これらの都市の東

京からの角距離を算出すると次のようである｡

鹿兄島 8o 42/, 栢岡 7o 58/, 抵山 6o 2/,

広島 6o 9', 大阪 3o 37′, 瀬岬 3o 59′,

金沢 2o. 37/, 新潟 2o ~19′, 仙台 2o. 35/,

札幌 7o 29/
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誤解

iE拒方位図法の地図で紘,作図によって方位線方向の距離は正しくとってあるので

あるから'例えば大阪とP点とを結んだ虜合;それが東京と大阪とを連ねる方位線上

に重なる場合には,全然測定される距離には誤差は生じない.最大の誤差が生ずるの

払それと垂直の方向,すなわち等拒圏の方向に於てである.･元来東京から角櫛9へ

だたる等距圏の全長杜2汀Rsin♪ ER昧地球の年径)であり,これに対し正拒方位図法

上に表現された等拒困の全長(縮尺を1/1として)妊27TRbであるから,一般に東京か

6)以下この節の終りまでに菅章記した~内容v=+ついては昭和27年長日本地理学会大会(於束京

大学)に於て発表した｡

7) ｢理科年表｣昭和27年艶 気-1
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らの角距離9恵る点における等距圏方向の距離の拡大率(L)紘,

L-

sl:?;1

によって現わされるo この式を用いて束京以外の各都市における距離Q)最大誤差凌求

めてこれを図化したものが第3図である｡このことから東京からもつとも角距離の大

きい鹿兄島においてさえ,図上で距離を測定する盛合の最大誤差昧わづかに0･004
(実

際よりも過大に測られる)にすぎないことが明らかであが)o

･なお例えば,大阪を図上で他の点P1及びP2と結びつけることによって生ずる角節,･

現実に地球上で大阪をPl及びP2と結びつけた場合の角から最大どれくrらいの狂いが

生t=うるか軌次の式によって算出することができが)o

SIn血〉=
a-b

a+b

但しa昧その点における最大の線拡大率,同じくb抹最小の線拡大率であるoなお2抄

がをの最大の場合である.正拒方位図法の易合法, b.昧方位線方向の解大率で常に1で

あゎ, a昧等距困方向の拡大率であること昧いうまでもない. ,

かく_して各都市について得られた値を図化して現わし串ものが第4図である｡ニの

囲からわれわれ昧最大の角誤差考示す鹿兄島においてすらその億杜わずかに14′にすぎ

ないことを確めえた｡この数字昧実用上全く無税しさること.のできる偉である.

以上のことから帰酌的に言いうること昧,わが国のように経緯度的拡がり申年較的狭

い国で札束京を中心とした正拒方位囲にお七Tて,東京以外の点を任意にせ界各地と直
線で結びつけて,それを以て大圏コースと見存し,その距離を測って衆短距離と見なし,

その角を測って考位角と見なしても,それらの誤差妊実用上全く問題に怒ら潔いことを

論じた.ただし,中国とかソ連とか合衆国､のような大きな面積の霞で妊向日の談でな

いこと昧当然であるo さしあた妙われわれ牲正拒方位国旗に則って描;b'れた地図を跳

て,もつとも威容用,無線電波捌こ好漬した地由と称してよいであろう.

5 斜軸方眼国法と斜軸定積円筒琴漬10)

･王拒方位図法の原理を追及してい(･と,最短距離の計測と方位角D測定と一において,

物差及び分度器を使用する手数を省くことのできるいつそう実用的な図法た到達するこ
■I

とができる･o

8)ただしこ?苧い図上で判っているのほ最率忙は最短経路ではないわけであるヲ;,その逢い
′l

は徽′トであると考Ar占れも｡

9)北田宏彦r解析地図投影津J (岩波講座地理学) pp･ 20-2事

10)弟5衝の内容は昭和27年庶日本地理教育学重大会にぉいで発表したa
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説明の便宜上第1図を例にとって考みることにする.この困はもともと東京(1点と

見なす)において地球と接する平面であって,東京を通ってこの平面に垂直な直線上

の一点から発する光によって地球上の経緯娘を一旦その上に投影し,しかる後同心円と

して図上に表現されている緯線に手を力Hえて,各々の路線問の距離を実長に等しくとつ

たものであった｡

ところで一般に一点Ⅴに於て地球に接する平面なるもの乱一点Ⅴを頂点とする円

錐のおしつぶされたものに等しい.すなわち第1国の地図固は見方によれば円錐面の極

璃なものを代表しているともいわれうる.そこで地域をⅤに於てで昧なしに,Ⅴから

一定め角~距離を有する点の軌跡,すなわち等拒圏を以て円錐面と接触させ,以後をよ正拒

方位図法7)歩合と同様の手続きによって円錐面上に経緯線を移し最後にこれを展開す

ると,各種の扇形の形状を有する世界全図を得ることがセきる.例えばVからの角距

離60o由等距圏に放て地球に接する円錐を考冬てこれに投影した易合に払これを平面

に展開することによって得られる世界全図･:/i.牛円形を示す娃ずである. (第5図)

さて地球と円錐との接触圏を更にⅤから遠ざけて,これをⅤからの角距離90oの

等距割こ移すと･円錐の頂点旺無限遠の距離に遠ざかつて円錐妊円筒にその形状を変え

るo この円筒面上に党の二者の題合●と同様o)手続きによって地球上の経緯娘を移して
/

倭,塘当な母娘に沿ってこの円筒面を織り平軌こ展開すると,ここにいう斜軸方眼図法

による地図(第6図)が生れてくろ｡

第1図と第6図とを比較してみて･すぐに認められる大きな相違払第1図において

曲線として表現されている等拒頚が弟6図において杜直線として表現されていることで

あ考o すなわち第6図で昧方位楳及び等距圏がともに平行な直線群として表現されて

い-る結見易1図において昧角の大きさとして処理され-?･ことがらが,第6図では直線

上の長さの問題に転換されて処理されうることである.かくて第6図で昧図上の任意

の点･例えばニーヨークから駐車由と横軸とに垂線を下せば,横軸(上方のもの)に下し

た琴線は東京-ニューヨーク間の大国コースを示すとともに,その足において槙軸の目

盛を読めば,東京から見た嘘合のニュ-ヨークの方位角を直ちに知ることができる｡ま

た縦軸(二つの縦軸の中敵い方のもの)に下した垂線の足において縦軸の目盛を読めば,

東京-.=ユーヨーク問の最短距離を角距離11'で知ることができる.

但し, 1点にすぎ凱､東京't-その潜既点とが地球の垂周に等しい長さで現わされてい

るたやに･地図に抜上縁部と-f線部とにおいて甚だ′しい歪が見られ,そ申紘一般の人々

によって抱かれている地図という概念からは逸脱したものと言えるかもしれない｡し

かし束京から角距離90o (10000km) (7J,等距国で昧図娃ほとんど歪みなく表現されてい

るo第6図上でヨーロッパ･アラビア牛島･オーストラ.]ア･ニュージーランド･北米

中部などが正しい形で現われているの昧そ0)ためである.面積の歪みも上の等拒国上

で捻ゼロであるが,それから遠ざかるに従って甚だしくなっていく.

ll)中心角1慶に対応する地上の距離は111kmであるo
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､第7図昧正横国韓を方眼図迭に置換えることによって,第6因における面積の歪み.%

取掛'､たものiel:ある.そのために縦軸上におゅる角拒廟の目盛りpO)刻み方に経度によ

る相違が生じてき七い畠が,地図を使月]する例の立場から言えば,亥ほれた目盛りに従

って忠実に値を読みさえせれぼよいわけであるから,正積という条件が保たれてい早だ

けで第7図の方が便宜かもしれない.しかし形の歪みという見地からす申ば,第6囲

の方が第7図よりもやや擾っている.

いづれにせよ第6図と第7因と昧共に,単に定規さえ手許も羊あ.れば,物差し及び分6i

度器のいづれもの助けを借り革ことなしに,東京と他の任意の地点間の最短経路,長塩

鮭離,方位角の大きさを直ちに知りうるという点において,第1図に較ペて実用価鼠

が高いと主張して'よいであろうo

わが国の形が判別しがたい程歪曲変形を蒙っているというこ､とについて昧'囲の性

質上いかんともなしがたい.しかしメルカトル図上でも極に近い部分について娃形妊

とも角として距離や面積の上で昧極端な歪みが生じているのであるo ただわがEgの場

合についてはわれわれ妊余りにもよくこれを熟知しておb,極地方について昧ほとん

ど知る所ゎないことが,心理的に受抄る印象に大きな差を生ぜしあて屯′､るのである.

6 結 論

地図は決して地球の完全な再現着で往ない.地図が尊重されるの注そなが精巧な地

球の代用品であるからではなくて,時代が地球に対して要求している所のものを,地球

自身よりもより明確な形せ表現するという便益を供するからであるo -メルカりレ図が

長く地図界の王者の地位に君臨し続けたの柱,等角航添を金科玉条とする航海者たちな

満足させえたからであ畠が,そのこと昧同時に大圏航法の重んぜられる航蚤渡時代に

臥それに応ずる特質を備えた図法によってとって代られるべき運命にあることを物語

つ七いるo ただ従来からの惰性と,一般の人hの地図に対する無知とが,時代の推移

と地図の交替との間に時間的ずれを生ぜしめているだ控である.

われわれの属する新しい航峯硬時代･無線電波時代には,大圏コー-スを直線として与

えることのできる地図,正しい方位を与えることのできる地図;北極を国中に表現する

ことのできる地図が要請されるのである｡それらの条件を同時にしかも完全に満足す

るものは得られないとしても,筆者の私見によれば,正拒方位図法,極の位置に図の中

心を位置づけた場合の方眼図染,同様にして得られる正積円筒図法などが,もつともこ

の目的に合致したものとして取上抄られる｡

この三者娃ともに従来一般に抱かれていた地図という概念に解してみた場合, かな

り辺罷部にお蛙る形の歪の著しいものであり,後の二者にいたって杖,地図-というよ

b昧むしろ計算図表的色彩の濃いものであるo しかし地図が機能化していくために払

これ抵当怒辿らねばならぬ方向であり,かえって地図が地球の再現着であるかの如き歯

痛によって,その存在意義を保とうとすること昧競歩であるといわねばなら恋い.
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もつとも,地球の比較的忠実な再現着であるところの地球鉄柱蓮澱や使別こ著しい

不便があるから,で牢るだけ地球の再現者に近いものたりうるような地図を得ること

に努力することもー方で昧必要である○ ひつきよう従来メルカl'レ図が果していたよ

うな一人=役的役割妊今後妊香淀されていくであろうし,また地図学の研究に従う者

として妊積極的にこれを否定してかかるべきであると思う.

R占stlm占

No map canperfectly reproduce the earth･ The globe comes neare写t tO

Accomplishing this･ Yet maps are valued more than the globe today because

of their vastly superior utility. That the Mercator
projection

more than all

others has been continuously usedthrough the years may be explained by

the fact that navigators believed loxodromics was the best means of naviga･

tion･ It seems to me, the Mercator
projection should be replaced by any one

of severalothers
･based

upon orthodromics, Since they.are more useful in this
Air Age･ Perhaps both inertia from the past and ignorance of other map

projections caused the delay in repla∝ment of the older map projections.
In the new Air Age in which all of us live the most useful maps are those

which ful丘11 the following three00nditions :

1) maps whichgive great circles as straight lines;

2) maps whichgive true_･azimuths;

3) maps wbicb locate the North Pole somewhere in them.

1:ven thougha single projection cannot meetthese three requirements. I

believe the oblique equ)'distant azimuthal projection,the oblique simple
cylindrical projectionand the 'oblique equal･Area cylindricalprojection are to

~be recommended as best suited for the purpose.

In the comparison of the simple cylindrical projection with the equidistant
azimuthal pro)'ection･ the former is found to have a determinative advantage in

that it necessitates neither a scale nor a protractor as the result of starigbten･
ing up the parallels, while, in the latter, its user requires both. The equal･

area cylindrical projection has even more merit than the simple cylindrical

projection. In the former, the areal′relationships onthe earth are kept true.

The distances from the centre of the projection
can be eAsily read on the

Y･axis
althoughthe distance relationships onthe earth･ are no longer preserved.

In terms of tbe七onventional concept of maps, the shape distortions at the

margins of each of these three pro3-ections are so conspicuous that they would

hardly be put in the category of maps. This is particularly true of the last

two
projections･ They may as w･ell

be
called nomographs rather tban皿apS.

However, it is inevitable that maps should be inclined towards nomographs if

their special qualities are to be maintained. The aut:hor feels that out_moded

maps should not be perpetuated since they'are not the most useful projections.
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第1図 (筆者原図)
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